
平成 28年度 第１回 学校協議会 会議録 

１．日  時 平成 28年 7月 12日（火）18：00～ 

２．場  所 岸和田市立産業高等学校会議室 

３．出席者  

（１）学校協議会委員 

産業高等学校 元ＰＴＡ会長   池内 美智子 

産業高等学校 ＰＴＡ会長    信 貴 政 則 

産業高等学校 前校長（会長）  久 井 孝 則 

 （50音順） 

※ 欠席委員 小池 俊一 (岸和田市中学校校長会 会長 岸城中学校長) 

杉山 玄道 (産業高等学校 同窓会副会長) 

（２）学校 

校長        楠戸 啓之 

全日制教頭（司会） 西村 元博 

定時制教頭     榎本 正広 

事務長（記録）   古谷 利雄 

教務部長（首席）  大西 敦子 

４．次第 

（１）校長挨拶 

（２）平成 28年度協議会委員紹介及び会長選出 

会長に久井委員を選出 

（３）会長挨拶 

（４）協議 

① 平成２８年度 韓国姉妹校派遣について報告（韓国 永登浦区 漢江メディア高校） 

５月２５日（水）～２８日（土）全日制から８名、定時制から２名、合計１０名派遣 

     引率教員として全日制 2名、定時制 1名の計 3名と岸和田市より随行 1名 

※報告詳細は別添「平成２８年度 韓国ソウル特別市永登浦区青少年交流事業」参照 

質疑応答 

（委 員）ホームステイは一人ずつか。また受入先は学校関係者か。 

（事務局）ホームステイは一人ずつで、受入先は生徒宅。 

（委 員）自身もホームステイを受入れた経験があるが、生徒たちが喜んでいたのであれ

ば素晴らしいことである。その後受入れた生徒とは今も連絡を取り合っている。 

（委 員）卒業後も、交流を続けていると聞く。 

（事務局）今回の生徒も同様に、帰国後も連絡を取り合っているようである。 

（委 員）定時制については、報告会を開催したとのことであるが、全日制の一般生徒へ

の報告はどのようにしているか。 

（事務局）全日制は主に文化祭の折りに展示等で生徒や保護者・来場者に紹介している。 

（委 員）漢江メディア高校自体が本校のデザイン科とカリキュラム上似ているところが



多く、商業科・情報科に対しどのように伝えるのかが重要と考える。 

 

② 本校の主な広報活動について 

※大西教務部長より、本年度の年間広報計画について説明し、協議を行った。 

質疑応答 

（委 員）昨年度より広報活動の必要性について協議し、年間を通して積極的に活動され

たようであるが、入試結果は定員割れとなった。危機的状況であり全職員で対

処してほしい。広報は産高の良さを中学生にどうアピールするかが重要。 

（委 員）産業高校の有利性は何か。岸和田市唯一の高校である事から、市内中学校との

連携や、同窓会の方々の口コミ、産高出身の有名人を文化祭に招くなど。また

岸和田市民フェスティバルにおいて PR出来ないか。広報活動では中学生に商

業簿記の魅力をどう伝えるかがポイントではないかと感じる。 

（事務局）市民フェスティバルについては、以前より本校ＰＴＡでも話題となっており今

後の課題であると認識している。 

（委 員）市民フェスティバル参加については一長一短があり、参加方法の確認や生徒た

ちの意見を聞くべきではないか。 

（委 員）同窓会も 25,000人を超え、日ごろより学校にご協力いただいており、母校を盛 

り上げていこうと考えておられる方が多い。 

（事務局）体験入学・全体説明会形式とブース形式の３つの学校説明会を１年間のパッケ

ージとして考えている。また、昨年・一昨年と説明会への参加者が減ることは

なく、昨年は増加傾向であった。説明会に参加する中学生と、受験生の相関関

係については分析する必要がある。本年度は志望校を決める前のタイミングを

考慮した広報の取組みも必要であると考える。 

（委 員）普通科高校にはない本校の特色と歴史や伝統を伝える必要がある。 

（事務局）どのようにして商業科目に興味・関心を持たせ、伝えるかが課題と考える。 

（委 員）全国的に見れば商業高校の数は減っているが、社会人を含めた商業系の検定を

受ける人数は変わっていない。大学進学後、或いは就職後に簿記検定などを受

験する傾向にある。本校では在学中に検定を受けることができること、取得し

た検定資格が進学にも就職にもつながることをしっかりアピールすべきではな

いか。広報活動に関しては次回も協議が継続できればと考える。 

 

５．その他：平成 29年度 アドミッションポリシ－について（報告） 

・全日制については、中学生に分かりやすい平易な表現へと変更し、商業科・情報科

のアドミッションポリシ－を一文に統合した。 

・定時制については検討の結果変更なし。 


